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衆
議
院
議
員
中
根
康
浩
君
提
出
社
会
保
険
庁
の
事
務
費
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

（
�
）
及
び
（
�
）
に
つ
い
て

社
会
保
険
庁
の
国
民
年
金
事
業
及
び
厚
生
年
金
保
険
事
業
（
以
下
「
年
金
事
業
」
と
い
う
。
）
の
事
務
の
執
行
に
要
す
る

費
用
（
以
下
「
年
金
事
務
費
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
国
民
年
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
等
に
お

い
て
、
国
庫
は
、
毎
年
度
、
年
金
事
業
の
事
務
の
執
行
に
要
す
る
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
国
の
厳
し
い

財
政
事
情
に
か
ん
が
み
、
財
政
構
造
改
革
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
九
号
）
に
よ
り
改
正
さ
れ

た
国
民
年
金
法
附
則
第
九
条
の
三
の
三
、
国
民
年
金
特
別
会
計
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
六
十
三
号
）
附
則
第
七
項
及
び

厚
生
保
険
特
別
会
計
法
（
昭
和
十
九
年
法
律
第
十
号
）
附
則
第
十
八
条
ノ
六
ノ
二
に
基
づ
き
、
平
成
十
年
度
か
ら
平
成
十
五

年
度
ま
で
の
間
、
年
金
事
務
費
の
一
部
に
国
民
年
金
保
険
料
及
び
厚
生
年
金
保
険
料
（
以
下
「
年
金
保
険
料
」
と
い
う
。
）

を
充
て
る
特
例
措
置
が
講
じ
ら
れ
、
平
成
十
六
年
度
に
お
い
て
も
、
平
成
十
六
年
度
に
お
け
る
財
政
運
営
の
た
め
の
公
債
の

発
行
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
二
十
二
号
）
第
三
条
及
び
第
四
条
に
基
づ
き
、
同
様
の
特
例
措
置
が

講
じ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

政
府
と
し
て
は
、
国
の
財
政
事
情
が
引
き
続
き
厳
し
い
こ
と
に
か
ん
が
み
、
平
成
十
七
年
度
に
お
け
る
財
政
運
営
の
た
め

一



の
公
債
の
発
行
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
案
及
び
平
成
十
七
年
度
予
算
を
閣
議
決
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
平
成
十
七
年
度

に
お
い
て
も
年
金
事
務
費
の
一
部
に
年
金
保
険
料
を
充
て
る
こ
と
と
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
平
成
十
七
年
度

に
お
い
て
は
、
国
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
年
金
事
務
費
の
効
率
化
を
行
う
と
と
も
に
、
年
金
保
険
料
を
充
て
る
年
金

事
務
費
の
範
囲
に
つ
い
て
は
そ
の
明
確
化
を
図
る
た
め
、
年
金
手
帳
の
作
成
や
郵
送
な
ど
（
以
下
「
作
成
等
」
と
い
う
。
）

の
厚
生
年
金
保
険
及
び
国
民
年
金
の
適
用
に
関
す
る
事
務
、
保
険
料
納
付
書
の
作
成
等
の
保
険
料
の
徴
収
に
関
す
る
事
務
並

び
に
年
金
証
書
の
作
成
等
の
厚
生
年
金
保
険
の
保
険
給
付
及
び
国
民
年
金
の
給
付
に
関
す
る
事
務
に
係
る
経
費
（
こ
れ
ら
の

事
務
に
使
用
さ
れ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
に
係
る
経
費
を
含
む
。
）
の
よ
う
に
年
金
事
業
の
運
営
に
直
接
関
わ
る
も
の

に
限
定
す
る
一
方
、
従
来
か
ら
国
庫
負
担
と
し
て
い
る
社
会
保
険
庁
の
職
員
の
人
件
費
等
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
国
庫
負

担
と
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
特
例
措
置
に
よ
り
年
金
保
険
料
を
充
て
て
い
た
職
員
宿
舎
、
公
用
車
、
研
修
等
の
経
費
に

つ
い
て
は
、
国
庫
負
担
と
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

（
�
）
に
つ
い
て

年
金
事
務
費
に
つ
い
て
は
、
そ
の
財
源
が
、
税
で
あ
る
か
保
険
料
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
適
正
な
予
算
の
計
上
及
び
執
行

を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

二


